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Abstract
Using the]ヽIicrOF「FIR,decomposition processes of COI)materials Mrith microbes are inves‐
tigated  lt is shown that there are two kinds of decomposition processes、、'ith some ditterent
Hllcrobes
1.緒 言
微生物の種類と分布から河川環境を評価する
ことを目的に,微生物と環境物質の相関を調べ
てきた。その結果,種々 の環境物質と微生物と
の間に相関を見いだすことができた。特に,河
川の富栄養化の原因となっているCOD物質と
藻類との間には強い相関がみられた1>9。
本研究では, どの様な藻類がCOD物質の分
解に関与しているのかを顕微FTIRによって
調べ,藻類によるCOD物質の分解過程を探っ
,こ。
2.実験 方 法
新井田川から採取した河川水を用いて,実験
室レベルでCOD物質と微生物との観測を行っ
た。試料水中のCOD物質としては,河川の富栄
養化の原因となる合成洗剤を用いた。また,試
料中の微生物については,木成を川底に1週間
程沈めることによって小石などから木成に微生
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物を接種した。
実験は,微生物を接種した木炭を三角フラス
コにしきつめ,合成洗剤を溶解した試料水を2′
入れたもので行った。合成洗剤の濃度(重量%)
は0.01,0.05,0.1のように条件を変えた。それぞ
れの条件で次の項目①～③ について30日間の
観測を行った。
① 微生物の顕微鏡画像の観察
② 試料水の顕微FTIR分析
③ 微生物の顕微FTIR分析
① については,顕微鏡画像から微生物の種類
を調査するとともにそれぞれの固体数を計測し
た。② については,試料が水溶液の場合に利点
がある,ATR測光法を用いた。③ については,
数μm2単位の微生物の細胞などのスペクトル
を測定することができる透過法を用いた。
FTIRのスペクトルに現れる試料水中に含まれ
る水の効果については,試料測定後に水のピー
クをリファレンスとして引き,解析結果とした。
3。 結果と考察
前章で述べた測定①～③の結果について,以
下にまとめる。
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